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整理標準化データについて 

Shareresearch/SR-Partnerについて 

「発明」の捉え方、進歩性の考え方 

0. 発明者はなぜ自分で調査してくれないのか？ 

始める前に...1 

検討開始 

研究者にとって 
自ら特許調査することは 

有益か？ 

YES 

技術潮流を知る（肌で感じる）ため 
（論文調査は他人任せにしないのと同様） 

NO 

時間のロス＝研究に専念 
調査の専門家に任せるべき 費用対効果 

得られる知見 vs. かけた労力 

自分で調査 

２～３時間かけた 
見るべき特許はみつかったか？ 

YES NO 

試行錯誤 
ヒット 0件⇔数千件 読んでみる価値の

ある特許が 
みつかった 

見るべき特許が 
見つからない こちらの流れを 

目指します！ 

サーチャはこの点を 
克服できているのか？ 

調査の目的と検索戦略 
調査の目的 

 新規性・進歩性にかかわる公知文献の抽出 

 特許の有効性確認/無効化 

 製品の特許抵触可能性 

 技術動向の把握 
 

検索戦略 

 調査主題（調査主題）を明確に 

 調査に許される時間を明確に 

 抽出漏れとノイズのバランスをイメージ 

 調査目的に合った調査範囲 
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漏れ vs.ノイズ（適合率 vs.再現率） 
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調査の目的と検索戦略 

調査の目的 
 新規性・進歩性にかかわる公知文献の抽出 
 特許の有効性確認/無効化 
 製品の特許抵触可能性 
 技術動向の把握 
 
検索戦略 

 調査主題を明確に 
 調査に許される時間を明確に 

 抽出漏れとノイズのバランスをイメージ 
 調査目的に合った調査範囲 
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検索式の作り方 

調査主題の明確化 
 
  技術分野(a)において、 
  必須要件(b)が特徴（＝発明の本質(c)）を持つ 
 
検索式の構造 
 
 
 
 
 
キーワードと特許分類 
   キーワードも特許分類も不完全！  互いに補完 

技術分野 

(a) 
必須要件 

(b) 
発明の本質 

(c) ＊ ＊ 

調査主題は 
必ず紙に書く！！ 
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「発明」の把握 
ちょっと寄り道 

発明 課題 を解決する 手段 

従来技術 に 
おける問題点 

解決するために 
追加/置換した 

 構成 

発明 のうち高度なものは 特許 されうる！ 

9 

進歩性 
あり 

課題を解決するために 
追加/置換した 

構成 

従
来
技
術 

 

Ｘ 

特許要件としての 
        新規性と進歩性 

ちょっと寄り道 

従
来
技
術 

Ｙ 

従
来
技
術 

Ｚ 

新規性 
あり 

出願時の技術水準 

高度か? 
（容易か?） 
の判断 

 
特許庁審査 

10 

進歩性の判断手法 

ちょっと寄り道 

発明＝Ａ＊Ｂ＊Ｃ 

Ａ＊Ｂ＊Ｃ 文献１ 

Ａ＊Ｂ＊Ｃ 文献２ 

Ａ＊Ｂ＊Ｃ 文献０ 新規性を否定する引例 Ｘ文献 

Ｙ文献 
主引例 
副引例 

「文献１と文献２に開示さ
れる技術を組合せるのは、
出願時の当業者にとって
容易」という論理付けが 
 

  できる 進歩性なし 
 

  できない 進歩性有り 

装置Ａにおいて 
課題Ｐ を解決する  
手段ＢとＣを備える 

特許庁による 

11 

「文献１と文献２に開示される技術を
組合せるのは、 
出願時の当業者にとって容易」という 
論理付けができるか否か？ 

進歩性の判断手法 

ちょっと寄り道 

発明＝Ａ＊Ｂ＊Ｃ 

Ａ＊Ｂ＊Ｃ 文献１ 

Ａ＊Ｂ＊Ｃ 文献２ 

「論理付け」の例 
発明が「部品Ｂを備える装置Ａにおいて、
課題Ｐを解決するために部品Ｃを追加
する」とき、 
 

文献１「装置Ａは部品Ｂを備える」 

文献２「装置Ａにおいて、課題Ｐを解決
するために部品Ｃを備える」 
という技術が知られている 
 

文献１の装置Ａにおける課題Ｐの解決
のために、文献２を参照して部品Ｃを追
加するのは容易 

出願前調査では、 
Ｘ文献(Ａ＊Ｂ＊Ｃ)の抽出を目指す！ 
見つからなければ、Ｙ文献(Ａ＊Ｂ, Ａ＊Ｃ) 
＋「課題Ｐ」の記載があれば注記 

特許庁による 
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検索式の作り方 

調査主題の明確化 
 
  技術分野(a)において、 
  必須要件(b)が特徴（＝発明の本質(c)）を持つ 
 
検索式の構造 
 
 
 
 
 
キーワードと特許分類 
   キーワードも特許分類も不完全！  互いに補完 

技術分野 

(a) 
必須要件 

(b) 
発明の本質 

(c) ＊ ＊ 

調査主題は 
必ず紙に書く！！ 

課題Ｐの解決に貢献したもの 
（ex.      （ｂ）に（ｃ）という特徴を与える） 

13 

検索式の構造 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, CPC, USPC 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

（課題・効果） 

+ 

調査主題:   (a)において、(b)が(c)であること 
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特許分類 

国際特許分類 = IPC; International Patent Classification 

• 技術の進歩に伴って改訂・・・第８版 

• 第８版から、常に最新のコードで検索が可能。 
改訂後も、過去の付与を遡及的に見直し。 

• 注 古い公報には、古い版のIPCのみが印刷され
ている・・・新しい（第8版）IPCで検索可能。 

 

特許情報プラットフォーム（J-Plat Pat) 
     －パテントマップガイダンス (PMGS) 
   https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage 16 

ＩＰＣ (出典: J-Plat Pat-パテントマップガイダンス) 

17 

特許情報プラットフォーム（J-Plat Pat) 
     －パテントマップガイダンス (PMGS) 
   https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage 

日本特許の分類 
ＦＩ分類 (File Index) 
日本国特許庁が、日本の実情に合わせて 

IPCをさらに細かく分類 
 

Ｆターム (File Forming Term) 
特許庁が、複数の観点から多次元的に分析・付与 
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ＦＩ分類 (出典: J-Plat Pat-パテントマップガイダンス) 

19 

Ｆターム (出典: J-Plat Pat-パテントマップガイダンス) 

20 

Ｆターム (出典: J-Plat Pat-パテントマップガイダンス) 

21 

   整理標準化データとは 

日本国特許庁への特許出願等に基づいて作成される産業財産権情報（出願、審判、

登録情報等）について、工業所有権情報・研修館（INPIT）により、公開可能な情報の

重複を排除し標準的な形式に変換して無料で提供されているデータ。 

(INPITホームページより) 

特許庁 
 
 
 

受理 
審査 
審判 

INPIT 
 
 
 

 

出
願
人 

 

特
許
権
者 

J-Plat Pat 
「経過情報」 

 

商用検索 
データベース 

ex. Shareresearch 新規(公報)データ＋更新データ 

22 

   整理標準化データ 

出典：独立行政法人 工業所有権情報・研修館 「整理標準化データ概説」 http://www.inpit.go.jp /content/100030125.pdf  

出願人 
特許権者 

IPC 

FI 

Fターム 

特開2015-123456 
Int.Cl. 
  G06F  3/041 
 
FI 
  G06F 3/041 330P 
  G06F 3/041 380D 
Fターム 
  5B068 
  5B087 
(71) 出願人 
   A大学 
   B教授 
 
 

特許第7654321号 
Int.Cl. 
  G06F  3/01 
  G06F  3/484 
FI 
  G06F 3/01     560 
  G06F 3/0484 150 
Fターム 
 
 
(73) 特許権者 
   C株式会社 
 

新出願人： 
C株式会社 

審査官 
による 
追加的な 
付与・訂正 

D株式会社 

審判官(?) 
による 
追加的な 
付与・訂正 

新規データ 新規(公報)データ 更新データ 更新データ 

23 

   整理標準化データを調べる 

24 
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   整理標準化データを調べる 

更新データ 

新規(公報)データ 

25 

   整理標準化データを調べる 
特許・実用新案テキスト検索の 
検索対象：公開時のデータ 

特許・実用新案分類検索の 

検索対象：更新データ 
特許・実用新案分類検索の 

検索対象：更新データ 
26 

あり 
G06F3/0484のみで可 

G06F 3/0484 
G06F 3/0485 
G06F 3/0486 
がヒット 

G06F 3/0484 
G06F 3/0485 
G06F 3/0486 
がヒット 

   [J-Plat Pat] テキスト検索と 分類検索 

3/00 3/01 

3/048 3/0481 3/0482 

3/0483 

3/0484 3/0485 

3/0486 

3/0487 3/0488 

3/0489 

3/02 

3/03 

整理標準化データ 公開データが検索対象 更新データが検索対象 

階層検索 
なし； 範囲指定が必要 
G06F3/0484: G06F3/0486 

特許査定までに 
追加されたIPC 

 
公開後登録前は 
テキスト検索では 
ヒットしない 

特許査定までに 
追加されたIPC 

 
公開後登録前は 
テキスト検索では 
ヒットしない 

キーワードとのAND不可 

27 

   [SR: Shareresearch/SR-Partner] の検索メニュー 

階層検索（デフォルト） 
G06F3/0484のみで可 

G06F 3/0484 
G06F 3/0485 
G06F 3/0486 
がヒット 

G06F 3/0484 
G06F 3/0485 
G06F 3/0486 
がヒット 

3/00 3/01 

3/048 3/0481 3/0482 

3/0483 

3/0484 3/0485 

3/0486 

3/0487 3/0488 

3/0489 

3/02 

3/03 

整理標準化データ 公開データが検索対象 更新データが検索対象 

階層検索 
範囲指定・・・可能 

G06F3/0484: G06F3/0486 

特許査定までに 
追加されたIPC 

 
公開後登録前は 
テキスト検索では 
ヒットしない 

特許査定までに 
追加されたIPC 

 
公開後登録前は 
テキスト検索では 
ヒットしない 

キーワードとのAND可 

選択 

28 

   [SR]の検索メニュー 

オンラインマニュアル 

「公開特許」と「PCT(JP)」を選択 

更新データ 
だけでなく 
公報データも 
指定可能 

☑ ☑ 
「＊」「＋」で表記、履歴(Snnn)も指定可 

同義語・類義語を列挙 
近傍演算をサポート 

項ごとのヒット件数 
（ミスの発見） 

Shareresearch/SR-Partner 

29 

   [SR]の検索メニュー 

更新された 
（最新の） 
整理標準化 
データ 

公報に 
記載された 
特許分類 

公開データか 
更新データか 
どちらを 

検索対象とする
か指定可能 

基本的には 

階層検索 
完全一致 

範囲指定も可 

30 
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   [SR]の検索メニュー 近傍演算 

A adjn B 
 
 

A nearn B 
 

A adjn B 
 
 

A nearn B 
 

キーワード「A」と「B」が 

順序通りn文字以内の近傍に存在 

 

キーワード「A」と「B」が 

順不同でn文字以内の近傍に存在 

 
A and/or Bには、カッコ「 (…+…) 」を使用可 

        ex:   (A+A’+A”) adj3 (B+B’+B”) 

英語の場合は、word数： n語 

おまけ 

31 

   [SR]の検索メニュー おまけ 

32 

   [SR]検索メニュー の設定 

「全図面」が 
効率的 

 
 

大量に流す時は 
チェックを外す 

予備検索のときは
チェック 

「請求の範囲」を 
読み慣れた方 
以外は 

チェックを外す 

おまけ 

「全図面」(=5)は、「要約」
(=3)よりも下がおすすめ 

33 

「全図面」のとき 

表示速度に応じて
調整 

慣れてきたら 
「表示しない」 
検索論理式の 

「自動設定しない」 

慣れてきたら 
「表示しない」 
検索論理式の 

「自動設定しない」 

あくまでも 
『好み』です。 

   [SR]検索メニュー の設定 おまけ 

34 

   [SR] 検索支援メニュー おまけ 

最上位階層から順に、丁
寧に確認しましょう。 

35 

   [SR] 検索支援メニュー おまけ 

一見、便利ですが、あくまでも
参考までに！ 

 
 
 

同義語・類義語は、調査主題によって変化します。
明細書からの抽出を中心に据え、辞書などの一
般情報の利用は、補助的な位置付けにします。 

36 
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   [SR] 検索支援メニュー おまけ 

これも一見、便利ですが、 
あくまでも参考情報！ 

 
 
 

例えば、上の例では、ルネサステクノロジとNECエレ
クトロニクスとの合併は、表現されていません。 
さらには、それぞれの関連会社の帰趨に 
ついても。 

37 

   [SR] 検索支援メニュー おまけ 

「カタカナ異表記」
オプションを指定
した時に吸収でき
る表記ブレを確認 

「カタカナ異表記」
オプションを指定
した時に吸収でき
る表記ブレを確認 

38 
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調査主題を明確化して検索式を作る 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査主題:   (a)において、(b)が(c)であること 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, CPC, USPC 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

（課題・効果） 

+ 

40 

検索の進め方 

検索式の整備 
特許分類、同義語・類義語の収集 

 

 

ズバリを発見＝安心！ 

 

     

 

漏れを減らす！ 

予備検索 

効率優先検索 

網羅的検索 

適合率 vs. 再現率 
 のトレードオフ 

調査主題 
短い文章で表現！ 

41 

検索の進め方 
うまくいっている検索のイメージ 

中身の濃い 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
多い 

件数＝少 
ノイズ＝少 

漏れの 
少ない 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
少ない 

件数＝多 
ノイズ＝多 

 

探索範囲を拡大 

そこそこ=10件 
ヒット30件 

そこそこ=15件 
ヒット100件 

42 
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ヒット件数が
少ない割に 
ノイズも多い 

漏れも 
多い 

ヒット件数が 
増えた分、 
「マッチ」も 
増えたが… 

相変わらず 
漏れは 
多い 

 

探索範囲を拡大 

検索の進め方 
うまくいっていない検索のイメージ 

そこそこ=3件 
ヒット30件 

そこそこ=10件 
ヒット100件 

43 

さまよい検索・・・・うまくいかない検索の典型 

検索の進め方 
うまくいっていない検索のイメージ-2 

44 

検索の進め方 
うまくいっている検索のイメージ 

中身の濃い 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
多い 

件数＝少 
ノイズ＝少 

漏れの 
少ない 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
少ない 

件数＝多 
ノイズ＝多 

 

探索範囲を拡大 

そこそこ=10件 
ヒット30件 

そこそこ=15件 
ヒット100件 

45 

検索式の構造 

 

 

 

 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査主題:   (a)において、(b)が(c)であること 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 
（課題・効果） 

+ 

どうやって適切な 
特許分類、キーワードを 

選ぶの？？？ 

46 

検索の進め方 

検索式の整備 
特許分類、同義語・類義語の収集 

 

 

ズバリを発見＝安心！ 

 

     

 

 

漏れをなくす！ 

 

適合率 vs. 再現率 
 のトレードオフ 

適切な特許分類も、 
キーワードも、 

公報から抽出！！ 

予備検索 

効率優先検索 

網羅的検索 

調査主題 
文章で表現！ 

47 

検索式の構造 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査主題:   発光ダイオードにおいて、発光波長が
青色であることを特徴とする。 

発光ダイオード 
LED 
発光素子 

FI=H01L 33/00 
(半導体発光素子) 

+ 
発光波長 
波長 
色 

  Ｆターム＝5F041         AA11 （目的： 
 （発光ダイオード）          発光色、波長の改善） 

+ 

青 
200nm 
〜700nm 
 
 
 
 
 
 

「紫」「白」も追加？ 
・・・同義語・類義語は、 
調査主題によって 

変化 48 
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必須要件(b) 

技術分野 (a) 

発明の本質 (c) 

発光素子 
LED 

特許分類を 
活用しよう！ 

中身の 
濃い集合 

漏れの少
ない集合 

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド 

徐々に広げる！ 
 

明細書で使われている 
確率の高いものから 

低いものへ 

49 

適切な特許分類の選び方 

☆特定の特許の有効性確認/無効化調査の場合 

 

  例： 特許第3,352,712号の有効性確認 

 

  対象の特許に付与されている特許分類 

  対象の特許の明細書に使われているキーワード 

  ＋審査経過（審査官の調査、拒絶理由通知など） 

 

J-Plat Pat→特許・実用新案文献番号索引照会 
(https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/tokujitsu/tkbs/TKBS_GM101_Top.action) 

青色発光ダイオード 

50 

適切な特許分類の選び方 (J-Plat Pat) 

51 

適切な特許分類の選び方(IPC, FI) 

国際特許分類(IPC) 

FI 
 
 
 

半導体発光素子(H01L33/00)の他、 
半導体製造方法・製造装置(H01L21/00)も 
付与されている。 

Fタームには４つのテーマコード 

52 

5F041=「発光ダイオード」 

5F045=「気相成長（金属層を除く）」 

5F141=「ＬＥＤ素子（パッケージ以外）」 
 
 

5F241=「？？？」 
 
 
 
 

PMGSにはないが、5F141と同じコードが付
与されている。5F141からさらに分割する
ことを計画・検討されているらしい。 

5F041から分割された（H23）。 

適切な特許分類の選び方(Fターム) 

53 

適切な特許分類の選び方 [SR] 

54 
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適切な特許分類の選び方  [SR] 

「抄録項目設定」 または 
ここで、「FI/Fターム(最新)」を指定 

55 

予備検索 

効率優先検索 

網羅的検索 

調査主題 

適切な特許分類の選び方  [SR] 

短い文章で表現！ 
 

「発光ダイオードにおいて 
発光色が青色」 

56 

適切な特許分類の選び方  [SR] 

項目を 
選択 

注： 最多が最適
……とは限らない！ 
（「しおり」の利用） 

予め「しおり」をつけておき、 
しおりのついた文献でランキング 

57 

検索の進め方 ～まとめ～ 

   予備検索 

  効率優先検索 

  網羅的検索 

 

探索範囲を拡大 

 

探索範囲を拡大 

• 特許分類を見つける検索 
• 同義語・類義語を収集する検索 

ズバリを発見＝安心！ 

調査の目的を達成？ 

   調査主題 • 必ず短い文章で表現 

58 

検索の進め方 
うまくいっている検索のイメージ 

中身の濃い 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
多い 

件数＝少 
ノイズ＝少 

漏れの 
少ない 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
少ない 

件数＝多 
ノイズ＝多 

 

探索範囲を拡大 

そこそこ=10件 
ヒット30件 

そこそこ=15件 
ヒット100件 

59 

どの辺りで終わりにするか？ 

そこそこ=10件 
ヒット30件 

(濃度=33%) 

そこそこ=15件 
ヒット100件 
(濃度=15%) 

？ 

そこそこ=20件 
ヒット300件 
(濃度=6.7%) 

ここまでは、 
順調！！ 

 
探索範囲を 

さらに拡大する？ 

５件の「そこそこ」
を抽出するため
に、さらに200件
を見るべきか？ 

60 
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目次 

1. 「調査の目的」と「検索戦略」 

2. 漏れ vs. ノイズ （適合率 vs. 再現率） 

3. 検索式の作り方 

4. 特許分類について 

5. 検索の進め方 

6.検索の進め方・・・実例 

7. まとめ 

61 

検索の進め方（実例） 

Galaxy Note Edge 
右側面が曲面ディスプレイで 

覆われている 
 

Galaxy Note Edge最大の特徴は、

画面の右端側面が湾曲して 

表示領域が160ピクセル増えた

形状。 

湾曲した部分をスワイプして 

よく使うアプリケーションを 

起動することが可能で、 

カバーを閉じた状態でも 

そのまま操作できて便利だ。 
写真提供：サムスン電子ジャパン株式会社 

62 

検索式の構造 

 

 

 

 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査主題:   (a)において、(b)が(c)であること 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, FI, USC 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 
（課題・効果） 

+ 

63 

検索式を作る（調査主題の整理） 

 

必須要件 

(b) 
 

ディスプレイ 
表示 
液晶 
LCD 

＊ 

 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマートホン 
スマホ 
スマフォ 

 

発明の本質 

(c) 
 

＊ 

スマートフォンにおいて、ディスプレイの側面にアイコンを表示する。 

側面 
＋ 
側壁 

アイコン 
スワイプ 
アプリ 
メニュー 

＊ 

近傍演算を利用 
(ディスプレイ+表示+液晶+LCD) near10 (側面+側壁) 

64 

０件になってしまった!!  
⇨ 

予備検索（まずはお試し） 

近傍演算を利用 

実用新案と国内移行前のPCT出願（国際公開）も対象 

カタカナの表記ブレを吸収 

項ごとの 
ヒット件数を 
観察して 
デバッグ 

反省点はいろいろ！ 
65 

予備検索（「側面＋側壁」に追加） 

項ごとの 
ヒット件数を 
観察して 
デバッグ 

ほとんど増えていない!!  
0件 ⇨ 7件 

近傍演算の使い方に制限！ 詳しくは      (on line help) 

（ ）内に指定できるキーワードは５語まで 

実施例に記載される 
であろう内容なので、 
本来は、「本文全文」にすべき 

？ 
66 
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検索式を作る(キーワードの補充） 

＊ 

 

発明の本質 

(c) 
 

＊ 
側面 
側壁 
右端 
湾曲 
曲面 
左端 
両端 
端部 
端面 
サイド 

ディスプレイ 
表示 
液晶 
LCD 

near10 

 

必須要件 

(b) 
 

アイコン 
スワイプ 
アプリ 
メニュー 

 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマートホン 
スマホ 
スマフォ 

スマートフォンにおいて、アイコンを表示する 
ディスプレイが側面方向に湾曲している 

調査主題を書き直した 
形になっている！！ 

67 

技術分野 (a) 

発明の本質 (c) 

near10 
側面 
＋ 
側壁 

ディスプレイ 
表示 
液晶 
ＬＣＤ 

側面 
側壁 
右端 
湾曲 
曲面 
左端 
両端 
端部 
端面 
サイド 

スマホ 

携帯情報機器 
情報タブレット 
情報パッド 

必須要件(b) 

アイコン 
スワイプ 

アプリケーション 
メニュー 

4216件 
 

少ない!! 

9707+13300(=21817)件 
 

「本文全文」に拡大すべきだが、とりあえずOK 

113297件 
 

OK 

68 

技術分野 (a) 

スマホ 

携帯情報機器 
情報タブレット 
情報パッド 

必須要件(b) 
発明の本質 (c) 

徐々に広げる！ 

特許分類を 
活用しよう！ 

69 

適切な特許分類コードを探す 

予備検索のヒット文献に 
分野(a)にぴったりがある？ 

yes 

no 

適切な特許分類コードを 
見つけるための検索 

分野(a)にぴったりの文献に 
付与されている分類コード 

分類コード定義表（ハンドブック）の
キーワード検索はお勧めしません！ 

70 

適切な特許分類コードを探す 

ミスリード！！ 
ex. 「情報検索」用に 
限定されてしまう！ 

71 

予備検索でヒットした文献から 
適切な特許分類コードを探す 

最上位概念から 
ていねいに確認！ 
・・・・ 思い込みを防ぐ 

技術分野(a)にぴったり  
or (a)＊(b)にぴったりの特許にどんな分類コードが 

付与されているかを観察 ・・・ このとき、 
「FI or Fタームのどちらが適切か？」検討 

当該分野ではFI/Fタームの 
どちらに重点が置かれているか？ 
 
 

 「私はFターム検索が得意!!」 

72 
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＊ 

 

発明の本質 

(c) 
 

＊ 
側面 
側壁 
右端 
湾曲 
曲面 
左端 
両端 
端部 
端面 
サイド 

ディスプレイ 
表示 
液晶 
LCD 

near10 

 

必須要件 

(b) 
 

アイコン 
スワイプ 
アプリ 
メニュー 

 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマートホン 
スマホ 
スマフォ 

スマートフォンにおいて、アイコンを表示する 
ディスプレイが側面方向に湾曲している 

適切な特許分類コードを探すための検索 

73 

検索項目を「発明の名称」のみに 
するのも１つのテクニック 

・・・ノイズをできる限り減らす！ 
モレは多くても良い！！ 

適切な特許分類コードを探すための 検索 

74 

「数が多ければ良い」とい
うものでもないが・・・・・・ 

75 

「数が多ければ良い」 
というものでもないが、 

 
FIの方が良さそう！ 

 ∵G06F 3/048…が 
   詳しく付与されている 
 
  Fターム検索なら5E555
「デジタル計算機のユーザ 
インタフェース」が最適 

76 

特許分類(FI)を使った検索 

FI= 
G06F 
3/048 

＊ 

 

発明の本質 

(c) 
 

＊ 

側面 
側壁 
右端 
湾曲 
曲面 
左端 
両端 
端部 
端面 
サイド 

ディスプレイ 
表示 
液晶 
LCD 

near10 

必須要件 

(b) 
 

アイコン 
スワイプ 
アプリ 
メニュー 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマートホン 
スマホ 
スマフォ 

スマートフォンにおいて、アイコンを表示する 
ディスプレイが側面方向に湾曲している 

＊ 
77 

「スマートフォン」と明記されていない
特許もカバーされている 

 
 

「スマートフォン」以外の特許も 
含まれている可能性大 

初めの一歩としては 
ちょっと多い！ 

78 
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「本文全文＋書誌」で 

「スマートフォン」に言及し
ている特許に絞り込む 

中身が濃い方から薄い方へ 
 

「212件のうちの52件を 
先に評価する」意味です 

79 

ヒットした52件のリスト（冒頭の２５件） 

80 

「抄録項目」 
を最低限に 
変更 

効率優先 
スクロールにかかる

時間を短縮 

「簡易書誌」 
「要約」 
「全図面」 
のみに変更 

「簡易書誌」 
「要約」 
「全図面」 
のみに変更 

調査主題によっては、 
「代表図面」の方が良い 
場合もある 

81 

同義語・類義語を 
同じ色に設定 
 

特徴的な用語は別の
色に分けてもよい 
（「湾曲」「曲面」） 

注：カタカナ異表記はハイライト 
されないので、適宜、追加する 

82 

調査主題と合致！ 
ただし、新しい！ 

83 

右端に表示される
サイドバーをスワイ
プしてアプリを起動 
但、湾曲していない 

84 
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ディスプレイが湾曲！ 
アイコンも表示される 
・・・・イメージは違うが。 

85 

側面にアイコンを
表示するかどうか

は不明 
湾曲はしていない 

86 

「湾曲」はしていない 

サムスンからの先願・公知 

87 

調査主題 
と合致 !! 

サムスンが 
製品に採用した 
発明・・・らしい 

88 

特許分類(FI)を使った検索で、 
調査主題  に合致する特許を発見！ 

スマートフォンにおいて、アイコンを表示する 
ディスプレイが側面方向に湾曲している 

 とりあえず、残りの160(212-52)件をすべて評価しておく。 

サーチャなら当然。発明者でも、纏まったヒット集合の評価は完結すべき 

 調査範囲を拡大するか？＝調査目的は達成できたか？ 

 対象製品に採用されているらしい特許 

これの成立性に影響する文献を抽出する＝新たな調査目的!? 

 探索範囲の拡大 

 (c)項の検索項目を「本文全文」に拡大 

 FI分類を上位概念に／次に適切な分類コードを使った検索 

 キーワードに類義語を追加 

 Fターム検索 89 

探索範囲の拡大(検索式の構造) 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査主題:  (a)において、(b)が(c)であること 

ズバリの 
キーワード 

 
 
 
 

徐々に 
可能性の 
低い用語 

ズバリの 
キーワード 

 
 
 
 

徐々に 
可能性の 
低い用語 

ズバリの 
特許分類 

 
 
 
 

徐々に 
関連の薄い 
分類へ 

90 
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検索の進め方 
うまくいっている検索のイメージ 

中身の濃い 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
多い 

件数＝少 
ノイズ＝少 

漏れの 
少ない 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
少ない 

件数＝多 
ノイズ＝多 

 

探索範囲を拡大 

そこそこ=20件 
ヒット52件 

そこそこ=31件 
ヒット212件 

91 

探索範囲をさらに拡大（F-term検索） 
特表2015-512170 サムソンから出願されたスマートフォン関連特許を参考に 

5C082, 5C182: 表示装置の制御、回路 

5E555: デジタル計算機のユーザインターフェース 

5K127:  電話機の機能 

92 

5C082と5C182の関係は 
改廃情報などで調べられる 
が、深入りは禁物！ 

 
「ヒットするか否か」で判断！ 

探索範囲をさらに拡大（F-term検索） 

5B069: デジタル計算機の表示出力 （5E501へ分割(H10) ） 
 
 

特開2009-217815 サムソンから出願されたスマートフォン関連特許を参考に 

 

必須要件 

(b) 
 

アイコン 
＊ 

 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 

 

発明の本質 

(c) 
 

ディスプレイ near10 (側面+湾曲) 
＊ 

用途＝電卓 
AA04 ＊ ウィンドウの選択 

CA01 

今回の 

調査には、
不適切 

5E501: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯電話 
AB03 ＊ タッチパネル 

CB05 ＊ アイコン＋メニュー 
FA04+FA05 

5E555: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯情報機器 
BA04〜A06+BB04 

＊ 表示タッチパネル 
CA12+DA02 ＊ アイコン 

CB34+DB18+FA08〜09 93 

探索範囲を徐々に拡大 〜まとめ〜  

必須要件 

(b) 
 

アイコン 
 

＊ 
技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマホ 
スマフォ 

発明の本質 

(c) 

＊ 
技術分野＆必須要件 

(a)＊(b) 
FI=G06F 3/048 

           他の分類 

側面 
側壁 
サイド 
立体 
角柱 
面体 
縁 
曲面 

ディスプレイ 
表示 
液晶 

 
 
 
 

他のキー 
ワード 

＊ 

5E501: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯電話 
AB03 ＊ タッチパネル 

CB05 ＊ アイコン＋メニュー 
FA04+FA05 

5E555: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯情報機器 
BA04〜A06+BB04 

＊ 表示タッチパネル 
CA12+DA02 ＊ アイコン 

CB34+DB18+FA08〜09 94 

おわりに 

  調査主題を必要最小限の言葉で表現 

   漏れとノイズのバランス感覚 

   中身の濃い集合からうすい集合へ 

 

 

 

  失敗したと感じたら、調査主題に戻る 

  「もうないなぁ～（探索範囲を拡げてもみつからない）」という実感 

 特許分類を有効利用 

 適切な分類コードは特許文献から探す 

 同義語・類義語も特許文献から抽出 

 使われている可能性の高い方から低い方へ 

95 


